
はじめに
　ご紹介いただきました岡本と申します。本日は「いま、

社会教育施設に求められるウェブ活用」というタイトル、

「Librahack 事件、Code4Lib JAPAN、Gov 2.0 の３事例か

ら」という副題で話題提供をさせていただきたいと思い

ます。

　配布資料が 2 つあります。１つは私の会社の概要です。

もう１つは、カーリルという図書館の蔵書を横断して検

索できるサービスが、今年の４月に始まって結構話題に

なっています。私は直接関わっていないのですが、友人

たちがやっているので応援も兼ねてということで、資料

を配っています。今日の話にも少し関わりますけれど、

社会教育施設を考えたときに、カーリルは非常に重要な

サービスだと思いますので、よろしければ、それもお持

ち帰りいただいて後でご覧ください。

　早速授業に入っていきましょう。今日は先ほど言った

ようなタイトルで話します。瀧端先生にもご紹介いただ

きましたが、私自身について、もう一度自分でも自己紹

介しておきますと、今はアカデミック・リソース・ガイ

ドという会社をやっております。自分の会社を経営しな

がらいくつか大学関係の仕事も関わっていまして、この

近くですと京都大学あるいは関西学院大学の先生のよう

なこともしております。だいたい皆さんは 20 歳前後だ

と思いますけれども、私は 1973 年に生まれまして、今

37 歳になります。一浪して東京の三鷹にある国際基督

教大学、一般にＩＣＵと言われる大学を卒業して教育雑

誌の編集者と、昨年まで 10 年間 Yahoo! JAPAN でプロ

デューサーという仕事をしていました。Yahoo! JAPAN

で私が関わった仕事で一番大きかったのは、Yahoo! 知

恵袋というサービスです。Yahoo! 知恵袋というサービ

スを、全くのゼロから企画して皆さんにも使っていただ

けるようなサービスにまで育てるという仕事をしてい

ました。あるいは検索エンジンそのものをつくる、そ

ういったプロデューサーをしていました。ACADEMIC 

RESOURCE GUIDE（ARG）というメールマガジンでは、

先ほど瀧端先生からもご紹介があったように、大きく

言って社会教育施設、博物館や図書館や美術館あるいは

大学がインターネット上で様々な情報発信をしています

が、そういう事例を紹介する活動を 12 年ほどやってお

ります。追手門学院大学もライブラリーに、オーストラ

リアの本が沢山あると思うのですけれど、それについて

紹介したり、あるいは宮本輝ミュージアムというのがで

きましたというのを紹介したことがあります。

　会社といっても私１人しかいなくて、大学の４回生の

学生が３人インターンで来ています。やっていることは

こんな感じですけれども、その辺はお配りした資料を後

で参照してください。

１．Librahack 事件
　今日は「社会教育施設に求められるウェブ活用」とい

うことで話をしていきます。この授業自体が社会教育概

論ということと、先ほど授業が始まる前に瀧端先生にう
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かがったのですが、皆さん大かれ少なかれ、公務員的な

お仕事につくことを望まれている方が多いと思います。

今日一番にとりあげるのは Librahack という事件ですが、

この事件、今年起きていまなお、言ってみれば炎上中の

非常に大きな事件です。この事件は、それこそ公務員と

して働く方にとっては他人事ではない事件です。今後ど

ういう形で事態が推移するかわかりませんけれど、下手

をすれば公務員の立場にある方々が罪に問われる可能性

すらある、少なくとも社会的には大いに批判されるよう

な事件です。

　私も実は両親公務員だったのですけれど、公務員に

なってそれで安心かというと、そんなことは決してあり

ません。民間企業でも今年であれば、たとえば JAL と

いう日本を代表する会社が実質的に倒産しました。公務

員は食いっぱぐれることがないと言われてはいますけれ

ど、これからの時代、対応を誤れば少なくとも個人とし

て職を失う可能性があります。あるいは自治体なら自治

体として社会の信用を大きく失う可能性があります。こ

のような事態につながりかねない事件について、これか

ら話をしていきたいと思います。

　ちなみに Librahack 事件と聞いて、ご存知の方はどれ

くらいいらっしゃいますか。はい。まばらですね。では

まず、どういう事件が起きたのか、ということから触れ

ていきたいと思います。

　今年の 5 月、その後、Librahack 事件と呼ばれるよう

になる事件が起きました。愛知県の岡崎市に、岡崎市立

中央図書館という、ごく最近リニューアルして建物を建

て替えて、非常に評判の良かった図書館があります。こ

の図書館の利用を巡って、岡崎市立中央図書館の利用者

の方が逮捕されてしまいました。図書館が被害届を出し

たことによって逮捕されてしまったのです。では、どう

いうことが起きたのでしょうか。非常に大づかみに言え

ば、その方はプログラマー、エンジニアであって、自分

で図書館のサイトをもう少し自分のために使いやすくし

たいというプログラムを書いて、そのプログラムが図書

館のサイトに自動的にアクセスするという仕組みをつ

くっていました。しかし、それが結果的に図書館のウェ

ブサイトの一部の機能が動かなくなるという事態を引き

起こしたとされています。図書館側は困って被害届を出

し、結果的にその方は逮捕されてしまった。しかし、こ

こから大きな展開がありました。実はその人は悪くな

かったということが、技術的な問題点を究明していく結

果わかったのです。

　では、何がシステムのトラブルの原因だったのかとい

うと、三菱電機の子会社である三菱電機インフォメー

ションテクノロジーズが納入していた図書館システム

に問題があったのです。皆さんが普段大学の図書館で

使うような図書を検索し、あるいは予約するシステム、

Online Public Access Catalog の略で一般に OPAC（オパッ

ク）と言います。この図書館システムにそもそもバグと

呼ばれる不具合があった、問題点があったのです。その

問題点は技術的にも運用的にも極めて程度の低い問題、

はっきり言えばこの会社のミスでした。つまりこの会社

がミスを起こしていなければ、より正確に言えばミスを

放置し、隠していたのですが、隠していた結果、その方

は逮捕されてしまうことになったわけです。　

　結果的に、その人は、逮捕はされたものの起訴猶予と

いう処分になりました。つまり、十分反省もしているの

で罪には問いません、無罪放免してあげますという対応

をされました。しかし、事の顛末が明らかになればなる

ほど、これはどう考えてもその人は全く悪くないのでは

ないか、むしろ被害者でないかという声が挙がりだしま

した。それなのに、逮捕されてしまったという認識が広

がりだしました。

　皆さんの中に逮捕歴のある人はいないと思うのですけ

れど、一般に逮捕というのは、普通に「あの人逮捕され

たことがあるんだって」って聞いたら結構悪いことした

のだろうと思ってしまうのが、日本の実状です。世界的

に見ると、たとえば、アメリカでは、逮捕はごくごく一

般的に起こりえます。そもそも逮捕されること自体は、

実は別に罪でもなんでもありません。法律の世界には、

推定無罪という考え方があります。逮捕されても、ある

いは起訴される、要するに警察から検察庁に身柄もふく

めて送られて、この人には本当に罪があるのかを審査す

るプロセスがあります。そのプロセスになっても、ある

いはその後、裁判になっても、日本においては、あるい

は普通の民主主義の国においては推定無罪という考え方

があり、逮捕されようが何されようが裁判によって罪が

確定されるまではその人は無罪であるというのが一応の

ルールです。しかし、残念ながら日本の社会はそうなっ
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ていません。皆さんが、たとえばこの先で就職したら、

逮捕された時点でたいがい会社はクビになります。本当

はおかしいことですけれど、「あいつは逮捕されたんだ

から、犯罪を犯したに違いない」、「犯罪者を会社に置い

ておくことはできない」と決めてかかられてしまいます。

これは自治体でもそうです。たとえば、ここ数年多いの

が公務員の飲酒運転ですね。飲酒運転で現行犯逮捕され

ると、だいたいの自治体は、その人をクビにしてしまい

ます。飲酒運転の場合、たいがい現行犯逮捕ですから確

実に罪になることはわかるのですけれど、とは言っても

本当は、その人が裁判で罪が確定されるまでその人はあ

くまで無罪であるというのがルールです。

　岡崎の問題に戻りましょう。逮捕されたけれども起訴

猶予処分になったということは、その人には少なくとも

罰則を与えるほどの罪は無かったことになります。しか

し、我々は残念ながら普段そのように考えていないです

よね。逮捕されたというニュースを聞くことはあっても、

その人がその後どうなったかというニュースはたいがい

聞いていません。細かなプロセスは知らずに、あの人は

逮捕されたというインパクトのあるニュースだけが記憶

に残ってしまいます。今回の Librahack 事件でも、この

方は逮捕されても、起訴はされなかったわけです。いわ

ば無罪放免されたわけですが、事実としては大きな傷を

負ってしまいました。

　これは現在進行中の問題ですし、何が絶対的な正解か

という答えは無いと思います。答えは無いのですけれど、

公務員になることを望む方が少なくない皆さんには、我

がこととして捉えていただきたいのです。この先何年後

かに、たとえば公務員として働いているとしましょう。

あるいは図書館や美術館や博物館といった社会教育施設

で働いているとしましょう。そのときに、このような事

件が自分の勤務先で起きたら、どう振る舞うかというこ

とを考えてください。今日の話をその材料にしていただ

ければと思います。

　まず 30 分ぐらい、この Librahack 事件の話をします。

その後、こういう事件が再発しないようにと思って私自

身が取り組んでいる活動について話します。また、これ

からの社会教育全般を考える上で重要ではないかと思わ

れる世界的な動向、いわゆる「ガバメント 2.0」の話を

します。最後は討論として、皆さんの意見をうかがいた

いと思います。どうやったらこの Librahack 事件のよう

なことが再び起こるのを防げるのか。そして社会教育施

設であるところの岡崎市立中央図書館、皆さんがもしこ

の図書館で働いていたら、あるいは岡崎市の職員だった

ら、どう振舞うのが望ましいと皆さんは考えるか、皆さ

んの考えをうかがいたいと思います。

　冒頭、出欠代わりのメモ用紙を配布しています。こち

らにぜひすべての方のご意見をうかがいたいと思いま

す。ですので、配布した記入用紙に自分だったらこう考

えるという皆さんの思いを書いておいてください。先ほ

ど言いましたように、今日、私は私の考えを話すだけで

す。そして今日取り上げる問題には、絶対的な答えは無

いと思います。お一人おひとりの考え方が成り立ち得ま

す。ですから、自分ならこう考えるということを書いて

ください。ただ、その際、一つ注意点ですが、私はこの

ような事件が再発しないようにしたいのです。そこで、

二度とこういうことが起きないようにするためには、な

にをすべきかを考えてください。ここで、考えられる対

応方法として、いわばこれは心の問題であるというとら

え方はいただけません。そういうことが起きないように

職員として最大限の注意を払うというのは、答えにはな

りません。気をつけることは至極当たり前のことです。

そして、私は今回の事件をいままで通りのやり方では最

大限に注意を払っても、やはり起きうる事件ではないか

と、考えています。ですから、注意深くある、気をつけ

る、ということでは不十分です。少し固い言葉で言えば

制度的に、制度としてどういう仕組みがあればこういう

ことが起きないのかということを考えてください。

　話に入っていきましょう。この Librahack 事件と呼ば

れる事件の登場人物の一人が、中川さんという方です。

この方は、岡崎市立中央図書館のヘビーユーザーでした。

年間 100 冊は岡崎市立中央図書館から本を借りていた、

という方です。ちなみに、なぜ Librahack 事件という名

前かと言うと、岡崎市立中央図書館の愛称に由来します。

岡崎市立中央図書館は、Library の頭のところをとって

Libra という愛称を持っています。次に、Librahack 事件

の hack という言葉をみましょう。これは専門用語です

が、「ハックする」という言い方があります。報道など

ではハッカーという言葉が使われることがあります。こ

れは、報道で使われる際は言葉の誤った使い方、誤用な
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のですけれど、他人のつくっているシステムに不正にア

クセスしてそのシステムを壊してしまう、あるいは動か

なくしてしまうことを指します。

　これは豆知識として覚えておいてほしいのですが、本

来的にハッカー、ハックの意味は何かのシステムをより

良く改善していく、そのために手を入れていくことを

一般的には言います。言葉の本来的な意味では、その

ような意味を持っています。ですからどちらかと言え

ば、善意でシステムをより良くしていく人々のことを

ハッカーと言います。悪いことをする人というのは、本

来は Crack といいます。クラック、あるいはクラックす

る人のことをクラッカーと言います。本当に活躍してい

る、良いシステムをつくるために活躍しているような人

たち、たとえば、皆さんインターネットを見るときに使

う Internet Explorer というソフトウェアがあります。一

般的にブラウザといわれるものですが、かつてあった

Netscape というソフトがだんだん使われなくなってきて

しまい、その後を継ぐ形で Firefox というブラウザが出

てきました。使っている方もいるのではないかと思いま

すが、Firefox というのは、まさにこのハッカーたちが

つくっているソフトウェアです。Firefox は会社が営利

事業としてつくっているのではなく、自主的に集まって

いる人々を含めて、あのソフトウェアをどんどん改善し

ています。いわばハックしていって良くしていくという

形で、Firefox をつくり上げています。ですので、そう

いうことをしている人たちをさしてハッカーといい、犯

罪的な行為をする人をクラッカーと言うわけです。

　さて、中川さんは Libra、要するに岡崎市立中央図書

館のサイトをハックしてより良くするサービスをつくろ

う、それを Librahack という名前で公開しようと考えて

いたと言います。公開しようというと、ちょっと語弊が

あるのですが、中川さんご本人の話ではあくまで自分用

に使うと考えていたということです。まず、この事件の

経緯と概要を追いたいと思います。私は原則的に講義資

料を紙では配らないのですが、後日、私のウェブサイト

で必ず公開し、ダウンロードできるようにしておきます 1。

関心のある方は先ほどお配りした会社概要に会社の公式

サイトが出ていますので、そちらにアクセスしてくださ

い。毎日、日記が書かれていますので、そこで「追手門

学院大学で講義してきました」という記事を捜せばそこ

からダウンロードできるようにしておきます２。

　では事件の経緯と概要に入っていきましょう。も

う９ヶ月前ですけれど、2010 年の３月 13 日、通称

Librahack さんこと、中川さんは自分用に便利なものと

して、岡崎市立中央図書館の新着図書のページから、ど

ういった本が新しく図書館に入ったのかということを

チェックできるソフトウェアをつくりました。ここは少

し説明が必要ですね。いま、だいたいどこの公共図書館

でも自らのウェブサイトを持っています。そして、そこ

では図書館に新しく入った本の一覧が見られるように

なっていることがよくあります。ただ、これは岡崎市に

限らずたいがいの公共図書館のサイトは非常に使いにく

いのです。たとえば、新着図書のページを見ると最近入っ

た本がズラーッと並んでいるのです。新しい本が追加さ

れても、前回載っていたものと、今回新たに追加された

ものとの差がわからないようになっていることがよくあ

ります。

　これは考えてみると、新着図書のページをよくチェッ

クしている人にはたいへん不便な話です。年間 100 冊の

本を図書館から借りているという Librahack さんもその

一人でした。Librahack さんはそれまで気になる新着図

書をすべてチェックしていたということです。そうする

と「あれ、前回見た本がまたここに入っている」、でも

今回新たに追加されたらしい本もこのリストの中に入っ

ている、差がわからない、何が新しい本かわからないと

いうことに本人は困ったわけです。本人として困り、彼

は自分で会社をやっていて、かつ彼は自分でプログラミ

ングする能力を持っていました。そこでソフトウェアを

使って岡崎市の図書館の新着図書が紹介されているペー

ジに自動的にアクセスし、情報を取得する仕組みをつく

りました。この話は、プログラミングをやったことのな

い方にはわかりづらいかもしれません。わかりやすく言

うと、皆さんがパソコンを使ってブラウザを見ていくの

ではなく、ソフトウェアが自動的にそのページを見に

行って必要な情報をとってくる、この場合で言えば、本

当の新着図書がどれかわかるようにしたかったので、前

回のデータと今回のデータとを突き合わせて、新しい本、

前回のリストには含まれていない、しかし今回の新着一

覧には含まれている本だけを抽出するというプログラム

をつくったわけです。
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　３月 13 日に Librahack さんはこのプログラムを動か

し出しました。試験運用してきちんと自分が考えたとお

りに、このソフトウェアが動くか、実験を始めたのです。

そうしたら、すぐ２日後の３月 15 日に、岡崎市立中央

図書館に利用者からウェブサイトが見られなくなってい

ると指摘がありました。このとき、ややテクニカルな話

ですけれども、岡崎市立中央図書館では、図書館のサイ

トのシステムをもう一度立ち上げ直しました。パソコン

を再起動するのと同じようなものです。その時はパソコ

ンを再起動するのと同じ処理をして問題は解決されまし

た。しかし同じ現象が毎日、毎日、夕方６時半に起きる

ようになっていたのです。岡崎市立中央図書館は、おか

しい、困ったと思って、先ほど軽く触れましたが、図書

館システムを納入している三菱電機インフォメーション

システムズという会社に調査を依頼しました。

　Librahack さんがそのソフトウェアでやられていたの

はクローリングという行為です。クローリングというの

はソフトウェアが自動的に他のサイトを見に行って、人

間が直接に手を動かすのではなく、機械が手を動かして

データを取ってくるという行為です。岡崎市立中央図書

館で起きたのは、このクローリングをされていることに

よってシステムが重くなってしまうという状態であり、

このためウェブサイトが閲覧できないということが起き

ていると、三菱電機インフォメーションシステムズは、

岡崎市立中央図書館に報告したようです。事態が解決し

ないまま、岡崎市立中央図書館は翌々日の３月 21 日に

愛知県警の岡崎署に内々に相談をしました。こういうこ

とが起きて困っているのだが、どうしようか、というこ

とですね。

　さらにしばらく日数が経ちました。この間に岡崎市立

中央図書館は岡崎署に被害届を出したらしいのですが、

被害届が何時出されたかということはまだ明らかになっ

ていません。ただその後の２ヶ月間に愛知県警の岡崎署

にも動きがあり、岡崎市立中央図書館がいくつかのデー

タを警察に渡しています。この間いろいろなプロセスが

あるので大幅に省いていますが、とにかく結果的に５月

25 日の朝、愛知県警岡崎署の警察官が Librahack さんの

自宅に突然現れて家宅捜索をして、任意で、要するに強

制的ではないけれどお話しを聞かせてくださいというこ

とで事情聴取をしました。

　このようなことが突然自分の身に降りかかってきた

ら、一般の人は相当ビックリするでしょう。手続きを踏

んだ家宅捜索であれば、断ることはできません。ある日

警官が皆さんの家に来て、あなたにこういう疑いがか

かっているので家の中を調べさせてもらいますよと言わ

れ、それこそ鞄の中から机の中からパソコンの中身まで

全部ひっくり返して調べられるわけです。岡崎署はこの

まま、Librahack さんを岡崎署に運び、あなたのつくっ

たソフトウェアによって岡崎市立中央図書館のウェブサ

イトがダウンしてしまっていると、彼は初めて知らされ

ました。

　警察では事情聴取すると、調書をつくります。聞かれ

たことについて何と答えたか、いわば、事実と考えられ

ることがそのまま文章化されて、最終的にそこに書かれ

ていることに対して間違いはありませんというサインを

するわけです。この中で、調書の文面に DoS 攻撃とい

う言葉がありました。DoS 攻撃というのは、結果的に

Librahack さんがやった行為が図書館や岡崎署にそう見

られたのですけれど、特定のサイトにたくさんのアクセ

スを機械的にかけて閲覧できなくなることを DoS 攻撃

といいます。DoS 攻撃は実は頻繁に起きています。たと

えば、尖閣諸島の事件のような国家間で国民感情に摩擦

が発生すると、中国から一斉に日本の官庁のウェブサイ

トに対して機械的なアクセスを大規模にかけられて閲覧

できなくなったりするということがあります。つまり重

要な情報発信源に対してアクセスをたくさんかけること

によって見られなくしてしまうのです。一般的にそうい

うことをサイバー攻撃というのですが、サイバー攻撃の

一種である DoS 攻撃をしたという調書を警察官がつく

りました。

　調書には、結果的に DoS 攻撃となったこと、図書館

の業務を妨害したこと、迷惑をかけた責任は償うことと

いう文面の調書が提示されて、彼はそこにサインをしま

した。その日の夕方調書にサインをしていたわけです

けれど、さらに逮捕状が出て逮捕までされてしまった。

わずか１日ですね。わずか１日の間にこういうことが

Librahack さんの身に起きました。逮捕されると警察は

報道発表というのをします。何時、何処で誰々という人

をどういう容疑で逮捕したという発表をします。逮捕す

ると実名が未成年でなければ出ることがあるのですが、



− 90 −

この場合は実名が公表されました。５月 27 日に新聞各

社が一斉に Librahack さんの逮捕を中川さんという実名

を挙げて報道しました。図書館のシステムにサイバー攻

撃をかけてダウンさせた疑いであるという報道が一斉に

なされたのです。それから約２週間の取り調べを受けて、

結局起訴猶予という処分になりました。岡崎市立中央図

書館の業務を妨害してしまったが、罪に問うほどではな

いということで釈放されたわけです。

　しかし、事件はここから白熱していきます。最初は警

察の発表に基づく報道しかなかったので、本当に何が起

きたのかということはわかりませんでした。当時は報道

の通りに受け取っている方の方が圧倒的だったでしょ

う。ですが、Librahack さんは釈放された５日後に、自

分でウェブサイトをつくって、何が起きたのかというす

べてのプロセスを公開しました。このサイトが出現した

ことで、少なくとも Librahack さんの主張を知る人が増

えてきた結果、最近非常に使われている Twitter という

サービスで徐々に話題になり始めました。

　Twitter ではハッシュタグという一種の記号をつけて

おくとある問題についてみんなで討論ができるような仕

組みがあります。Twitter 上で一気に、果たしてこれは

本当に犯罪だったのか、なにかおかしいのではないかと

いう意見が、まったくそれまで見ず知らずの人同士で論

議されるようになったのです。このとき以降の Twitter

でのやりとりは保存されています。Twitter の過去ログ

を見ると、すべての記録が読めるので関心ある人はぜひ

見ていただければと思います。おそらく数万件の書き込

みがあり、全部見るのに２日、３日かかると思うのです

が、非常に活発なプロセスになっていました。

　この事件は、いまの時代の事件のあり方として考える

と、非常に興味深いのです。ここまではいわば行政の言

い分、警察の言い分、あるいはシステム業者の言い分し

か表に見えなかったのですけれど、ここで Librahack さ

ん自身が情報を公開したことによって本当はどうだった

のかという事実の検証が始まったのです。この議論に参

加した人は、自分でもウェブの開発をやっているプログ

ラマー、あるいは私のようなウェブのプロデューサーな

ど、いわばその筋の専門家たちでした。このような専門

家が集まって一斉に論議を始めた結果、どうもこれは違

うのではないか、という疑問が出てきました。彼がやっ

ていたことは、ウェブの開発の世界では極々当たり前の

ことに過ぎず、この程度でシステムがダウンするという

のは、やはりおかしいのではないか、という動きがでて

きました。

　その過程で、たとえば情報公開法という法律がありま

す。この法律に基づいて請求を出されると、行政機関は

ある一定の範囲内において情報を必ず公開しないといけ

ないとなっています。情報公開制度を使って、あるいは

直接電話をして、関係者に問い合わせる人が相次いで出

てきました。Librahack さん自身に問い合わせをする人、

岡崎署に問い合わせをする人、岡崎市立中央図書館に問

い合わせをする人が出てきました。そのプロセスを、ま

た Twitter で公開していった結果、どうもこれはシステ

ムベンダー側に問題があったようだ、ということが見

えてきました。そこでこういうことが考えられるように

なってきました。岡崎市立中央図書館は、どうやら図書

館システムのことがよくわかっていないらしく、システ

ムの納入業者である三菱電機インフォメーションシステ

ムズの主張を鵜呑みにしてしまっているのではないだろ

うか、と。そして、愛知県警岡崎署による Librahack さ

んの逮捕は、一般的には誤認逮捕に近いのではないだろ

うか、誤って逮捕してしまったのであり、本来逮捕する

必要はなかったのではないか、と。事情聴取するまでは

あり得る話ですが、逮捕する必要はさすがになかった、

警察の勇み足ではないかということが疑われ出しました。

　こういう流れで盛り上がってくる中で、大きな役割を

果たす方が登場します。朝日新聞の名古屋支局の神田大

介さんという記者です。神田記者はこの事件に関心を

持ち、自分自身で Twitter も使い、Twitter 上で取材を

し、あるいは直接現地に足を運んで取材をし、ついに８

月 21 日の朝日新聞に、岡崎市立中央図書館のウェブサ

イト障害はサイバー攻撃だと最初に報道されたが、原因

は実は図書館システム側にあるという事実を指摘する報

道をしたのです。

　５月 27 日時点の報道では、Librahack さんは岡崎市立

中央図書館にサイバー攻撃をしかけたというように、そ

の記事を読んだ多くの人が思う状況だったのですが、実

は全然状況は違う可能性があると指摘したのです。もし、

事実は、図書館と警察とシステム業者の側の間違いであ

り、Librahack さんは比較的常識的なプログラムの開発
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をしていただけなのに逮捕されてしまったということで

あれば、事態はまったく逆の話になります。完全に行政

サイドの方に落ち度があり、その結果、無実の市民が逮

捕されてしまった可能性があるということが、ここで明

らかになりました。つまり、Librahack さんが自身の過

失により逮捕されたというのではなく、誤って逮捕され

てしまったようだというように少なくとも一部の論調が

変わったのです。

　この報道の結果、大勢の記者が岡崎市立中央図書館を

取材するようになりました。しかし、それでも図書館

長は「いや、図書館のソフトに問題はなかったと考えて

おり、図書館に責任は無く、そもそも Librahack さんが

図書館に了解を求めないで勝手に自分でプログラムをつ

くってアクセスしてきたことに問題があるのだ。きちん

と連絡してもらえれば対処した」という発言をしてしま

いました。そして、この発言がまた報道されることに

なったわけです。また、神田記者が取材の模様や結果を

Twitter で紹介してくれたことで、岡崎市立中央図書館、

本当に何も事態を理解できていないらしい、ということ

が明らかになってきました。

　一向に事態が改善しない状況はまだ続きます。朝日新

聞による報道等を受けて、岡崎市立中央図書館は９月１

日に公式見解をウェブサイトに掲載しました。しかし、

その内容は「Librahack さんが逮捕されてしまったらし

いということは遺憾に思う。が、図書館には非はない」

という先ほどの図書館長の発言をなぞったようなもので

した。この内容のお粗末さもさることながら、この見解

は明らかにおかしな話なのです。人が逮捕される際には、

様々なパターンがありますが、今回の場合は、岡崎市立

中央図書館が愛知県警岡崎署に被害届を出したからこそ

警察は捜査を行い、逮捕に至ったわけです。被害届が出

されなくても、たとえば殺人事件のように、明らかに事

件性があるものは警察が独自に捜査します。しかし、今

回のような事件の場合は、誰かが被害届を出さないとそ

もそも事件になり得ないことが一般的です。つまり、岡

崎市立中央図書館は自分で被害届けを出しておきながら

「逮捕されてしまったらしい」という無関係を装うかの

ような姿勢をとってしまいました。そもそも、岡崎市立

中央図書館が被害届を出さなければ、Librahack さんは

逮捕されなかった可能性が高いにも関わらず、我関せず

という「知らんぷり」の姿勢を見せてしまったわけです。

　その翌々日の９月３日、不具合のある図書館システ

ムをつくっていた三菱電機インフォメーションシステ

ムズも公式見解をウェブに掲載しました。逮捕者が出

てしまったことは遺憾であると、一見謝っているよう

で、結局誰に謝っているのかよくわからない文章でし

た。依然としてインターネット、特に Twitter 利用者の

間では、岡崎市立中央図書館、あるいは三菱電機イン

フォメーションシステムズの対応はどう考えてもおか

しいという声が挙がり続けます。岡崎市立中央図書館

と三菱電機インフォメーションシステムズの行動の結

果、逮捕者が出てしまい、しかもかなり無実に近いと思

われる Librahack さんは大きなダメージを負ってしまっ

たわけです。彼は自営業者であり、逮捕されて勾留さ

れている間に収入の７割を失ったということです。普

通に考えれば、生活が苦しくなってしまうところまで

落ち込んでしまったのです。岡崎市立中央図書館と三

菱電機インフォメーションシステムズ、Librahack さん、

そして主にインターネット上で事実究明に動いている

方々との間には、まだまだ大きな溝がある状況でした。

　しかし、ここから事態は大きく急変していきます。

言ってみれば、ここから Librahack 事件は大きく見て２

つに分かれていきます。９月 28 日、岡崎市立中央図書

館が記者会見を開きました。その会見では、三菱電機

インフォメーションシステムズのシステムには、さら

に大きな不具合があり、こともあろうに図書館で本を

借りている人の名前が図書館のシステムから情報漏洩

する形になっていたことが明かされました。岡崎市立

中央図書館で本を借りた人かつ延滞している人のリス

トが、岡崎市立中央図書館のウェブサイト上で見られ

るようになっていたというのです。その上、同様の問

題は岡崎市立中央図書館だけでなく、三菱電機インフォ

メーションシステムズがシステムを納入していた 10 以

上の自治体で発生していたことが発覚しました。

　さて、少し話が脇道に入りますが、この情報漏洩の

問題を考える際に重要なので、図書館における「図書

館の自由」という考え方にふれておきましょう。図書

館は誰もが平等に必要な情報にアクセスするための手

段として設けられています。だからこそ、図書館は社

会教育施設の根幹の一つであるわけですけれど、と同
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時に誰がどんな本を借りているのか、あるいはそもそも

誰が図書館を使っているのかということは絶対に秘密に

するという大きなルール、原則があります。これはなぜ

かといえば、皆さん自分の身になって置き換えて考えて

いただければいいのですが、図書館で借りている本、あ

るいは自分が読んでいる本というのはその人の読書の傾

向を表します。別に人に知られて困らなければ、それで

いいと言えばいいかもしれません。しかし、たとえば、

北朝鮮に関する本をこの人はたくさん読んでいるという

事例があったとしましょう。いまの北朝鮮の最高権力者

である金正日氏の本を非常に読んでいるとしても、それ

は基本的には個人の好みの問題です。読みたければ人は

どんな本でも読む権利があります。しかし、たとえば、

その情報を警察が手に入れて、北朝鮮の主義主張を展開

している本ばかり読んでいる危険な輩だとみなして、皆

さんの身辺を調査したら、これは怖いことですね。それ

はあってはならないことです。

　なぜならば、これは法の考え方ですけれど、人には「内

面の自由」というのがあります。日本の法律上は、ある

いは日本国憲法において認められていますが、具体的な

行動にまで移さない限り、心の中で何を思おうがそれは

自由であるということですね。極端な話ですが、あいつ

殺してやると内心思うことまでは、自由なわけです。面

と向かって「殺してやる」と言ったら脅迫になる可能性

がありますが、実際に殺人に及ばない限り、心の中では

何を思ってもいいわけです。

　だからいまの例で言えば、北朝鮮は素晴らしいと思う

ことも、北朝鮮の政治体制とか思想のあり方は正しいの

だと思うことも、それがいまの日本の社会において、お

そらくは歓迎されないことであっても、個々人が内面で

どう思うかというのは本来的に自由なわけです。ですか

ら、自分が図書館で何を借りていようが、何を読んでい

ようがそれは自由であるし、何よりも図書館はそれを漏

らしてはいけないのです。漏らしてしまうとその人の内

面の自由、何を考えるか何を思うかという自由を犯して

しまう可能性があるからです。こうした考えに基づき、

図書館には誰が何を借りたかという利用履歴、利用記録

を第三者には絶対に漏らさないというルールがあります。

　しかし、今回の情報漏洩では、そのルールが破られて

しまったわけです。ここに至って岡崎市立中央図書館も

事態の深刻さを認識してきたのですが、９月 28 日から

10 月、11 月、12 月にかけて、この個人情報漏洩問題が

大きな注目を集めました。

　この情報漏洩の話にまで立ち入るとキリがないので、

今日はこれくらいにしておきたいと思います。元々の問

題に戻りましょう。このようなことがあったせいか、12

月９日、岡崎市立中央図書館は９月１日付で出した「利

用者が逮捕されたのは遺憾だが、図書館に非はない」と

いう公式見解を突如ウェブサイトから削除しました。こ

こまでが現時点での最新の流れです。

　さらに先週の土曜日 12 月 18 日に、岡崎市立中央図書

館で岡崎市立中央図書館の市民サポーターの方々による

動きがありました。この問題を追及してきた研究者を招

いて一種のシンポジウム、対話集会を開催したのです。

その中で、市民サポーターの方々による代読という形で、

Librahack さんは自分としては一度岡崎市に謝罪をして

ほしいと思っているというメッセージが伝えられまし

た。岡崎市の方では 10 月に一度、図書館長が Librahack

さんに会っており、そこで謝罪をしたという認識らしい

のですが、Librahack さんはそうは思っていません。「自

分は謝罪されたと思っていない。謝罪というなら被害届

を取り下げてほしい。そうすれば事件そのものが存在し

なかった証明になる」と、彼は要望しています。これに

対して、図書館はどのような行動にでるのかが、いま注

目されているのですが、12 月 20 日の今日この時点まで

は岡崎市側の動きはありません。

　さて、ここから考えていきたいのですけれど、ここま

でのおおよその流れだけでも、様々な問題が含まれてい

ます。先ほど言ったように、図書館としては、人の思想・

信条の自由を守る、内面の自由を守るというのが侵され

てしまったという事件でもあります。もう一つの見方を

とってみれば、図書館の人たちがあまりにもウェブとか

システムのことがわからなすぎだということが、世間に

示された事件でもあります。

　ただ、私自身は図書館関係の講演をしばしばしてきて

いるので、実は驚きがなかったのも事実です。というの

は、図書館や図書館で働くライブラリアンの IT に関す

るレベルは本当にこの程度だろうと思っていたからで

す。図書館の人の前で話をするときに言うのですが、情

報の専門家であると言っている図書館員、ライブラリア



− 93 −

ンほど、ウェブに関して言えば、ずぶの素人以下だと思

うケースは多々あります。たとえば、検索エンジンの仕

組みを全然理解できていないライブラリアンの存在は珍

しいものではありません。ウェブのいまの標準的な知識

水準から言えば、図書館の人は基本的には情報弱者の部

類に入ると思っていたので、全然驚かなかったのです。

世間一般からすれば、まさか！、えっ！、図書館の人は

こんなにできないのか、それでは一般市民以下だろう、

ということがさらけ出されてしまったというのが今回の

事件でもあります。

　あるいは図書館がいきなり被害届を出したことをどう

考えるべきでしょうか。利用者をいきなり犯罪者扱いし

てしまう図書館というのは、それでいいのでしょうか。

あるいは三菱電機インフォメーションシステムズはどう

でしょうか。事件の本当の発端は三菱電機インフォメー

ションシステムズがシステムに不具合があることは認識

しつつも改修しないまま放置していたというところにあ

ります。事実が明らかになったいまとしては、言ってみ

れば企業として極めて誠実さに欠く対応をしていたわけ

で。こういう会社があっていいのかという論点もあるで

しょう。

　ウェブ上では依然として、システム的に何が問題で

あったかをさらに突き詰めていこう、あるいは一連の経

緯をより正確に把握していこうという動きがあります。

ただ、私自身が、一番気になっているのは Librahack さ

んがしっかりと救済されるかどうかということです。

　10 月に名古屋市で、この問題を考えるシンポジウム

があり、私もパネリストとして参加しました。そのとき

に次のような提案をしました。岡崎市立中央図書館のよ

うな公立図書館には図書館法によって定められた図書館

協議会という団体、組織を設置することができます。ど

ういうものかというと、自治体がつくる公立図書館では、

その図書館の経営状態や運営状態を改善していくための

検討や提案を行う組織です。おそらく、この茨木市でも、

茨木市の図書館には茨木市の図書館協議会があるでしょ

う。私は東京都立図書館の図書館協議会の委員を務めて

います。図書館協議会は残念ながら実際は全然機能して

いないこともあります。委員が学校の校長先生や PTA

の役職者といった社会教育においては比較的その地域に

おいて重要なプレーヤーの人たちではあるのですが、今

回問題になったような IT に関する知識や経験を欠いて

いる方たちに偏っていることも一因だと考えています。

そのため、図書館に対して有効な提案ができている事例

は、正直少ないです。

　有効に機能している図書館協議会は少ないのですが、

岡崎市の場合、岡崎市立中央図書館は新しい建物で開館

してから非常に評判が良かったのです。実際に図書館に

訪れて図書館を使う、図書館の世界では来館というので

すが、館に来て利用してくれる人たち、来館者の間では

非常に評判が高かったのですね。このように開館後の評

判が高かっただけではありません。岡崎市立中央図書

館は４、5 年くらい前に建替えが始まったのですが、リ

ニューアルする前から、市民でグループをつくって新し

い図書館はこうあるべきだと提案していく市民側の活動

も非常に盛んでした。そして、いま現在においても盛ん

です。たとえば、先ほど触れた 12 月 18 日に行われたシ

ンポジウムも、図書館の人間ではなく図書館のサポー

ターの人たちが、自分たちの図書館が抱えている問題と

向き合い実施したものです。このように自分たちでよい

図書館をつくっていこうという機運や行動が実際にあり

ます。そういう地域であれば比較的、図書館協議会は力

を持ちうるのではないかと思います。話が長くなりまし

たが、私の提案は、Librahack さんをこの図書館協議会

に迎えてはどうだろうか、ということです。これが私自

身が一番考えているところです。

　なぜ、図書館協議会の委員に選任という提案かと言う

と、Librahack さんは岡崎市に夫婦で住んでおり、かつ、

この事件の直後ぐらいに生まれたばかりのお子さんがい

るのです。ですから、これから少なくとも、お子さん一

人を養って生きていかなければいけないわけです。これ

まで岡崎市で自営業をやってきたということですが、で

は事件の嫌な記憶があるからという理由で岡崎市から余

所に移り住めるものでもないでしょう。また一から生活

や事業を立て直すというのは、生易しいものではないと

思われます。Librahack さんは、システムの開発を中心

に仕事をしているということですので、いくら技術が

あっても、顔見知りがある程度いて、自分のことをあら

かじめ知ってくれていて仕事を依頼してくれるような

ネットワークがない土地に行って一から始めるというの

は、かなり困難であろうと思われます。



　そして、Librahack さんは、被害届の撤回を求めてい

るのですが、依然として岡崎市から被害届が出されたま

まであるということは、いわば犯罪者扱いされていると

受け取ることも可能なわけです。そして何よりも、５月

に Librahack さんは実名で報道されてしまいました。最

近は、新聞社はウェブサイトに基本的に２週間から２ヶ

月以上記事を残さないので、ほとんどの記事は消えてい

ます。そのため当時の記事がそのまま新聞社のサイト上

に残っているわけではありません。しかし、たとえば２

ちゃんねるのような掲示板やニュースの引用・転載を主

としている個人のブログには記事が残っています。つま

り、報道された Librahack さんの本名で検索すれば、当

時の記事は結局出てきてしまいます。Librahack さん自

身はあまり認識してない可能性がありますが、３年ぐら

い経った後、Librahack さんの本名で検索すると、検索

結果をみた瞬間、この方には逮捕歴があるという過去

の事実を示す検索結果が出てくるでしょう。３年後に、

掲示板やブログが読める状態になっていれば、そこに

貼り付けられた記事だけが残っていて、それをもとに、

Librahack さんは図書館にサイバー攻撃をかけて逮捕さ

れたという事実だけで語られてしまいます。そうなると

どうなるでしょうか。私もその一人ですが、自営業者に

とって重要なのは自分の名前と社名や屋号です。たとえ

ば、私の場合、私と仕事をしよう、私に仕事を発注しよ

う、私に講演を依頼しようという依頼元は私の名前を検

索して、私の実績等を調べているわけです。

　同じことが、Librahack さんにも言えます。この事件

がある程度、人から忘れ去られた時期になっても、彼の

本名で検索すると必ず事件の記事のコピーが出てきてし

まうことは容易に想像できます。冒頭にも言ったように、

日本においては、逮捕イコール犯罪者とみなす考え方が

根強くあります。残念ながら、この風潮自体はそうそう

簡単に変わりません。そうであれば、Librahack さんは

半ば永遠に汚名を背負って生きていくことになるわけで

す。本当に犯罪を犯したのなら、ある程度は自業自得だ

と言えます。しかし、その場合であっても、たとえば服

役して罪を償った後であれば、その後もその方の過去の

犯歴を持ちだすことは、やはり許されることではありま

せん。そして、そもそも犯罪を犯していない可能性が高

い Librahack さんがいつまでも、言ってみればさらし者

になってしまうという状況があるわけです。

　そう考えると、いま一番有効と思うのが、この図書館

協議会への Librahack さんの選任ということになるので

す。岡崎市がまず一回しっかりと Librahack さんに謝罪

をした上で、最初のところに戻ることはできないでしょ

うか。Librahack さんは、図書館の新着図書の一覧のペー

ジが見にくくて使いにくい、もっとこうしたら使いやす

くなる、いわば図書館のサービスをより良くしようと

思って行動しただけにすぎないわけです。もともと図書

館のヘビーユーザーであり、図書館のいまの問題点も熟

知していて、その問題を自分で解決するという行動をと

ることができる人を図書館協議会に迎え入れれば、図書

館の側からしても強い力を得ることになるのではないか

と考えられるわけです。

　岡崎市立中央図書館は、図書館システム上、どういう

問題があったのかということを、おそらくいま時点にお

いてもまともに認識できていない可能性があります。少

なくとも報道やウェブサイトに掲載した公式見解やその

削除の振る舞いからは、私にはそう見えてしまいます。

であれば、今回の件に限らず、図書館の人間以上にシ

ステム関係の知識を有していると見える Librahack さん

を図書館協議会に迎え入れてしまったほうが、図書館に

とってもベターであると考えられます。そして、図書館

協議会に選任されるということは、Librahack さんとし

ては、大いに名誉が回復される機会となるでしょう。

　先ほどの数年後の検索の話でいえば、図書館協議会に

誰を任命したかという情報は必ず岡崎市のウェブサイト

上で公開されます。ということは、岡崎市のウェブサイ

ト上に Librahack さんを岡崎市立中央図書館の図書館協

議会の委員に任命しましたという記事を一本出せば、そ

の任命記事が検索結果に出てくるようになります。先ほ

ど言ったように Librahack さんの本名で先々検索されて

も、逮捕されてしまった記事が消えることはまずありま

せん。インターネットの仕組み上、消すことはほぼでき

ません。しかし同時に Librahack さんが事件の後、逮捕

された後に岡崎市立中央図書館から謝罪を受け、図書館

協議会に迎え入れられたという記事が出てくれば、「過

去に、不本意な事態があったようだが、その後、岡崎市

立中央図書館に迎え入れられているということは、問題

は解決している」ととらえることができるようになりま
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す。むしろ、「この方は過去のトラブルを乗り越えて、

図書館と協同して良い仕事をしている方なのだ」と、イ

メージを大きく変えることだってできるかもしれませ

ん。そして、岡崎市立中央図書館も強い力を得ることに

もなります。開館してから築き上げてきた良い評判が完

全に地に落ちているのが現状ですが、その評判を取り戻

す一歩になるはずです。岡崎市立中央図書館が対応を間

違ってしまったこと自体は、それはそれで大いに恥ずか

しいことです。様々な反省をしなくてはいけないですし、

再発防止を考えなくてはいけないですが、しかし過ちや

間違いを犯した後に、それを糧によりよい取り組みがで

きるようになれば、それこそ汚名を返上できます。傷つ

いた名前をある程度、癒すことができるのではないかと

考えます。

２．Code4Lib JAPAN
　さて、ここまで長くなりましたが、２番目の話題に移

りましょう。冒頭に今日の課題として、どうしたらこう

いった問題を防げるのかという皆さんの考えを出してく

ださいとお願いしました。ここでは、私自身が考えてい

る解決策をいくつか示します。一つは、やはり図書館と

その関係者の最低限のデジタル能力をもう少し上げると

いうことです。たとえば、皆さん、大学の授業や図書館

情報リテラシー研修で言われることがあると思うのです

が、検索エンジンだけ使ってレポートを書いてはいけな

いと言われたことがあるのではないでしょうか。あるい

は、ウィキペディアをそのまま引用してはいけないと言

われたことはないでしょうか。私も幾つかの大学で講義

をすることがあるのですが、自分の授業では、むしろ検

索エンジンやウィキペディアの利用を推奨しています。

これは長年、検索エンジンをつくってきた人間の自負と

しても思うのですが、わからないことを調べる際に、最

初に検索エンジンで検索するという行為は、極めて合理

的で正しいと思います。もちろん、私も総論としては、

検索エンジンだけでレポートを書けるほど楽ではないと

は思っています。ただ、なぜ検索エンジンだけを使って

レポートを書いてはいけないのかということを説明でき

なくては、頭ごなしに禁止するべきではないと思います。

なぜなら、検索エンジンはこういう仕組みでつくられて

いるから、こういう限界があり、だから検索エンジンで

調べただけでは完全な調査ができない、と説明できない

限り、検索エンジンを使うだけではいけないと断言する

のは説得力がないと思うのです。

　たとえはあまり良くないですが、「なぜ人を殺しては

いけないのですか」という問いがあります。それに対し

て「いけないものはいけないです」というのは実質的な

答えになっていないわけです。さまざまな説明の仕方が

ありますから、ここでは立ち入りませんが、人をなぜ殺

してはいけないかということは、普通に論理的に説明が

できる行為なわけです。にもかかわらず、いけないこと

はいけないという説明の仕方は、全然論理的ではないし

納得する余地もあまりないわけです。

　なぜ、この話をしたかというと、まさにこういう論理

的な説明を、たとえば図書館や社会教育施設に関わって

いる方が、デジタルあるいはウェブのことについてでき

なさすぎるのです。きちんと説明できる程度の知識は持

つこと、それだけのことができるようにスキルを上げて

いくということが、まず一つ、これからの課題ではない

かと思います。

　今回、岡崎で起きた問題で、もう一つ言われているの

が、普段デジタルなもの、ウェブ的なものにあまり触れ

ていないので、デジタルやウェブ的なものを特別視する

意識があったのではないかと思います。岡崎市立中央図

書館は、繰り返し述べているように、来館する、図書館

に実際に足を運ぶ人の間で非常に評判が高い図書館で

す。これは岡崎市立中央図書館に限らないですけど、日

本の大部分の公共図書館は依然として、来てもらって本

を借りて行ってもらう、あるいは学習室として使っても

らうというサービスを、極めて重視しています。

　来館型のサービスに対する言葉として、遠隔型のサー

ビスという表現があります。この表現も古風ですけれど、

要するにウェブサイトを通してサービスを提供するよう

な部類のサービスのことを言います。勿論、それ以外に

も郵便を使うとか、電話を使うというサービスもありま

す。図書館という建物に足を運ばなくても使えるサービ

スを提供する。いまの時代、次第にこの遠隔サービスと

いうものが重視されてきています。たとえば、今回問題

になった図書館システムもまさに遠隔サービスの一つで

す。ウェブ上で図書館のサイトにアクセスして、蔵書を

検索して、そこで予約できるようになったというのは、
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非常にすごいことで、それまでは図書館に行かなければ

できなかったわけですね。

　ですから、いまや図書館というのは、来てもらうだけ

ではなく、来てもらわなくても、図書館のサービスを使

えるようになっているわけです。しかし、今回その遠隔

サービスの部分を担っているウェブサイトの問題につい

て、岡崎市立中央図書館はうまく対応できず、被害届を

出してしまった。これは考えてみるとおかしなことなの

です。図書館の中では日常的に事件が起きるのです。た

とえば、本を濡らしてしまいました、本を落として傷つ

けました、そして残念ながら、よくあるのが本に差別的

な書き込みがされているという事件ですね。大阪では、

これには結構厳しく、大阪府内の図書館の場合、差別的

な書き込みの場合は、即被害届を出すところが多いよう

です。

　それでも、人権・差別的な問題でない場合は、図書館

はいちいち被害届を出しません。図書館内に、「本を破

かないでください」「図書館の本に書き込みをしてはい

けません」といった注意書きを貼り出す程度です。本当

に悪質なケースにだけ、はじめて被害届を出して捜査を

するという形になっています。それが普段のやり方のは

ずです。それにもかかわらず、今回、つまりウェブの場

合は、注意書きをウェブサイト上に出すこともなくいき

なり被害届を出してしまったわけです。本来は遠隔サー

ビスであろうが来館型サービスであろうが、利用者の立

場からしたら一体的に行われているサービスです。利用

者は図書館のサービスとして使っているにもかかわら

ず、図書館の中の人たちは自分たちのデジタルやウェブ

に関する能力や経験が極めて低いのでよくわからないと

諦めてしまっています。だからこそ、本来であれば、館

内で起きた事件であればそこまでしなかった事件につい

て、よくわからないから警察に相談し、よくわからない

から警察に勧められるままに被害届を出してしまったの

でしょう。つまり、図書館の中から見たら、来館してく

れる人と遠隔のサービスを利用してくれる人というのを

心理的に区別していたのではないでしょうか。その区別

を生んでしまったのは、要するに苦手意識だったのでは

ないでしょうか。

　 こ れ に つ い て は こ の 後 触 れ ま す け れ ど、 私 は

Code4Lib JAPAN というのをつくって、図書館員のスキ

ルを最低限のところまで引き上げようという活動をして

います。それはちょっと後で触れたいと思います。

　２番目です。図書館に限らず、行政全般の向上という

ことが必要です。特に制度的な補強がやはり必要であろ

うと考えています。私は両親が公務員でした。両親のこ

とは尊敬していますが、それでも間近に公務員というも

のを見てきた経験から、公務員が行う行政サービスは絶

対ではない、誤りがないわけではない、無謬ではないと

いう思いがあります。

　たとえば、ヒューマンエラーという考え方があります。

日々、様々な事件、事故が起きます。事件や事故が起き

る一つの理由としてヒューマンエラー、人間がそこに介

在しているからこそ起こりえてしまう間違いというもの

があります。ヒューマンエラーというのは、必ず起きま

す。今回の場合も、岡崎市立中央図書館の中で、誰がど

ういうプロセスを経て決裁をして被害届を出すことを認

めたのかは明らかになっていないのですが、おそらくそ

のプロセスにおいて判断の誤りがあったのでしょう。た

だそれ自体は、人間がサービスに介在する限り常に起こ

りうるわけです。それはしかたがないと思います。間違

うことは誰にでもあるわけです。行政ばかり厳しく言わ

れますけれど、今回のケースでいえば三菱電機インフォ

メーションテクノロジーズという企業も間違えているわ

けです。

　企業にも誤りがあるし、行政にだって誤りはあります。

大切なのは、間違えたことをどう許容していくかという

ことではないかなと思います。そこで、これを制度の問

題として考える必要があるのではないでしょうか。人は

誰しも間違えます。それは行政であろうと企業であろう

と大学であろうと、どのような組織であっても同じです。

だからこそ、間違い自体を隠す方向に行くよりも、間違

いを間違いでしたときちんと認めることは大切です。た

だ、こう言うことは簡単ですが、これをどうやって制度

にするかが大きな課題です。間違ったことをひた隠しに

するよりも、正直に話して認めて謝ればいいという形に

いかにルール化するか、ここが大きな問題でしょう。

　今回の事件について、図書館の人の話を聞いても、自

治体の人の話を聞いていても、「なぜ岡崎市は謝らない

のか」という話になると、「公務員の世界は謝ったら負

けだ、謝ったら一生後ろ指をさされてしまう」と返され
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ます。公務員において大切なのは、退職するときに「事

故なく、大過なく業務を終えることができました、あり

がとうございました」と言えることであり、今回のよう

な件で誤りを認めたら、行政の中では一生干されてしま

うから、誤りを認め謝罪することは絶対できないという

声を聞きます。

　こういう発言に対して、「情けない」「プロ意識が低い」

と批判することはたやすいです。ただそう言ってしまう

と、おそらく正直者だけがバカを見ることになってしま

います。正直な職員だけが自ら率先して罪を認めて、役

所の論理で言えば干されてしまいます。その後、出世す

る機会というのは、一切なくなってしまうということに

なります。だからこそ、ここをどう適切にルール化する

か。そして、問題があったらきちんと事後処理をするか

という、この制度をどうつくっていくのかというのが２

番目の課題でしょう。

３．Gov 2.0
　最後ですね。行政の役割を見直すということで、

Government 2.0 という潮流があります。Code4Lib JAPAN

と Government 2.0 という取組みについて、最後に紹介を

して、皆さんの意見を聞きたいと思います。

　Code4Lib JAPAN という組織、これは Librahack 事件

の前後になりますが、今年つくった組織です。Code for 

Library、あるいは Library for Code という標語の下に、図

書館にもっとプログラミングを、あるいは図書館のため

のプログラミングをしようという組織がアメリカを中心

に結成されています。さまざまなより使いやすい図書館

システムをつくっているエンジニアらによる組織です

が、昨年このアメリカの本家の団体の会議に日本から２

人の研究者が参加して、３月に日本で報告集会がありま

した。

　私は別件で当時アメリカにいたのですが、ネット経由

で遠隔で参加して、日本でも図書館のウェブ能力を飛躍

的に高めるために Code4Lib JAPAN という日本の団体を

つくりましょうと呼びかけました。その後多少の準備期

間を経て、図書館振興財団という財団法人から 850 万円

助成金をもらって、今年の８月に発足させました。そし

て、いまは日本の図書館を IT において、良い意味でヤ

バイ状態に、図書館はすごいと言われるような状態にし

ようと考え、５つの事業をやっています。

　特に重要なのが研修でして、とにかくもう少し IT や

ウェブのことがわかるライブラリアン、図書館の人を増

やそうと、ワークショップをやっています。実際に手を

動かして、パソコンを使って、初歩的なプログラミング

をしてみたりする。第２回に筑波でやったワークショッ

プでは、岡崎市立中央図書館のような問題が発生したと

きに、ウェブサイトへのアクセスログを慎重に見るだけ

のスキルと経験が必要なのですが、そういったスキルを

学ぶ実際的な講座をやっています。850 万円しか資金が

無いので、100 人の人を育てるということを当面の目標

に、いま都合 50 人ぐらいまで育ってきています。こう

いう活動というのもおそらく先ほどの問題、ライブラリ

アンの最低限のデジタル能力を引き上げていく上で必要

であろうと思います。

　これもいわば一つの制度であって、世の中にこのた

めの活動資金をくださるところがあります。持続的に

図書館の人たちのスキルを高めるような場をつくって

いくということは、問題の解決になるのであろうと思い

ます。ただこれにも課題があります。１回の講習会につ

き２万円の参加費をとっています。２万円とらないと

Code4Lib JAPAN という団体の運営が破綻するからそう

しているのですが、図書館の人からは高いと言われます

ね。私は、専門家が専門家になるための勉強をするのに、

２万円出せないくらいなら、そもそも専門家ではない、

と言い切って、２万円という価格設定で押し切っていま

す。２万円で受講し、他のライブラリアンより、はるか

にスキルを身につけられることは請け負えますし、修了

書や賞状も出しています。しかし、制度と言う視点で見

てみましょう。この団体の研修を受けたところで、問題

は制度に行き着きます。我々の行う研修に参加し、何ら

かのスキルを身につけても、そのことが行政の中で何か

の評価ポイントになるのかという問題があります。現状

では、一任意団体による研修に過ぎないので、参考程度

にはなっても、受講したという実績が、たとえば昇給や

昇進にまでは反映されません。もちろん、熱意ある方は

参加しますが、それでは図書館や行政の方すべてには行

きわたりません。ここにも制度つくり上の課題が残って

います。

　最後の３番目に Government 2.0 という話をします。こ
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れは初めて聞く方が多いと思いますが、オープンガバメ

ントと表現されることもあります。アメリカのオバマ大

統領、あるいはイギリスのブラウン前・首相が強く進め

ており、アメリカとイギリスで大きなトレンドになって

います。

　これは、ウェブの技術を活用することによって、政府

の政治や行政の様々なプロセスをより透明でわかりやす

いものにしていこう、そして政治や行政のプロセスに市

民や企業がもっと参加してくれるようにしよう、そして

最終的には透明で参加しやすくすることによって、一緒

に何か良い仕組み、システム、社会をつくっていくよう

に協同しようという考え方です。

　簡単にいくつか事例を紹介しましょう。たとえば、

グローバルに取り組まれている、日本的に言えば社

会教育施設的な取り組みですが、ザ・コモンズ（The 

Commons）というウェブサイトがあります。これは全

世界から 46 の図書館、博物館、美術館、文書館が、フリッ

カー（Flickr）というアメリカの Yahoo! がやっている写

真の投稿・共有サイトに、自分たちが持っている写真資

料をデジタル化してアップロードして誰でも見られるよ

うにしているものです。そして、誰でも見られるように

することによって、その写真がいつ撮られたものなのか、

何を写している写真なのか、誰が写した可能性があるの

かといったことを、その写真を見た市民から情報を集め

る仕組みになっています。

　図書館、博物館、美術館、文書館は、写真資料を多数

持っています。しかし、持っているのですが、写真資料

というのは扱いがいままで低かったので、きちんと整理

されていません。整理されてないうちに、時間だけが経っ

てしまって、写真そのものが劣化してしまいます。また、

それ以上に重要なこととして、撮られた場所や時期に関

する情報を持っている人が、次々と亡くなっていってし

まうわけです。そうなると、せっかく撮られた重要な昔

の写真であっても、それがいつ、どこで、誰が撮ったも

のかがわからなくなってしまうのです。しかし、こうい

う機関の持っている予算では、すべてを調べていくこと

ができないのです。そこで、ウェブにアップロードして

しまうことによって、大勢の人からコメントをもらい、

その中から参考になる情報を抽出していくという仕組み

なのです。

　これはまさに、持っているものを公開することによっ

て、透明にし、誰もが見られるようにしています。そして、

フリッカーという比較的誰もが使いやすいサイトを使う

ことによって、参加できるようにしています。図書館側

は写真を提供し、市民にはコメントを書いてもらうこと

によって、協同しています。いままでであれば、司書や

学芸員だけの仕事だったことを、市民に開放することに

よって、一緒にこういった財産をつくり上げていくとい

う取り組みです。他にも、アメリカやイギリス、日本で

も経済産業省を中心に、政府が持っているデータを大規

模に公開して自由に使えるようにし、もっと良いデータ

の処理方法を教えてもらう機会をつくったり、あるいは

一緒にどうすればいいかをウェブ上で討論しようという

仕組みが出来つつあります。

　特にアメリカとイギリスは、相当先進的に進んでいま

す。都市レベルで見ると、最近注目されているのはオー

プン 311 です。これはアメリカの大都市で行われている

仕組みで、110 番とか 119 番するレベルではない、ちょっ

と困ったことを相談する電話のことを 311 と言います。

こうして寄せられた情報をウェブに集積し、それを公開

することによって、市民同士でその問題を解決してもら

おうという取り組みです。どこの道路が陥没していると

いった情報が寄せられるわけです。そういった情報を

ウェブ上ですぐ見られるようにしておくことによって、

近隣の住民たちが、行政が来る前にとりあえず最低限の

応急措置をすることを期待している仕組みです。情報を

公開することによって、すべてを行政が賄うのではなく、

市民がある程度手弁当で問題解決に動いてくれるような

仕組みが、ウェブ上でも使えるようになってきています。

　これらの事象が示しているのは、すべて何もかもを政

府や行政が担うこと自体、もう限界に達しているという

ことです。理由は簡単です。世界的な不況が続き、行政

がすべての役割をみきれるほど予算・財源がなく、公務

員だけですべてはできないという現状があるからです。

ですから、今回の Librahack 事件では、先に挙げたよう

な Librahack さんを図書館協議会に迎え入れるというこ

とも、Government 2.0 の１つのあり方なのです。

４．Librahach 事件の再発を防ぐには
　最後に皆さんの考えをうかがってみたいと思います。
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どうすれば Librahack 事件の再発を防げるのでしょうか。

特に心持ちの問題ではなく、制度としてどうすればいい

のでしょうか。公共図書館、あるいは行政の中において、

謝ったら負けだという考えは残念ながらあるわけですけ

れども、それを個人レベルの道徳心の問題ではなく説得

するには、どうすればいいのでしょうか。この場合、具

体的なケースとして、皆さんが岡崎市立中央図書館で働

いていたら、あるいは岡崎市の行政メンバーの一人で

あったら、どうしますかということです。

　公務員になれば安心という時代ではもはやなく、今回

Librahack さんがしたように、すべてのプロセスを被害

者側が、より弱い立場の人が公開することによって、大

きな力を持ちうる世の中になっています。ですから、い

ままでのように行政の力によって押し込める、封じ込め

るということはできなくなってきているのです。では、

皆さんが岡崎市役所の人間だったらどうしますか。

　お配りしたシートに皆さん考えを書いていただきたい

のと、あと折角なので私ならこうこう、僕ならこうこう

というのをうかがいたいなと思うのですけれど、どなた

かいかがでしょうか。絶対正解というのは多分ないの

で、現時点において進行中ですから。ただ自分はどう思

うかって言うところを遠慮なく教えていただければと思

いますけれど。はい、いかがでしょうか。自分だったら、

自分が岡崎市の人間だったらどうすればいいと思います

か。

【学生との質疑応答（省略）】

　今日何人かの方が答えてくださったように、やはり誠

実であること、真摯に対応するということは欠かせませ

ん。これは基本中の基本でしょう。その気持ちは絶対に

失わないでいただきたいと思います。しかし、同時に誤

りを認めてしまえば、もう自分の行政機関の中での未来

は終わりかもしれない、もし認めてしまえば、職を失っ

てしまうかもしれないという恐怖感に直面したとき、残

念ながら人の心は簡単に折れます。一介の市民を守るよ

り、自分の職を守るために行動するほうが大半でしょう。

残念ながら大多数の人はそのように行動します。そのこ

とは残念ですけれども、同時にわが身を守るという一面

では合理的な行動です。

　この問題は皆さんが一生懸命考えても、すぐに答えは

出ないでしょう。ですから、一つだけお願いです。皆さ

んがこの先、特に行政の中に入って仕事をすることに

なった際には、ずっと考え続けてください。どうすれば、

このような問題が起きたときに、正直者だけがバカをみ

ないですむように制度化・ルール化できるかということ

を考え続けてください。

　行政職というのは、制度をつくることも仕事の一つで

す。制度の通り、物事を問題なく行っていくことだけが

行政の仕事ではありません。問題が起きたら、その問題

を防ぐための仕組みをつくり、起こりそうな問題を未然

に防ぐための仕組みをつくることが行政職の仕事です。

もちろん、法律をつくったり条例をつくったりすること

は最終的には首長や議員の仕事です。しかし、実質的に

法律や条令をつくるのは、現実には行政職員というのも

事実です。制度をつくるのは必ずしも議員に限られませ

ん。ですから行政職員が、その制度設計をできるような

技能を身につけていくというのが、社会教育に皆さんが

今後、関わっていくのであれば、極めて重要なことでは

ないかなと思います。

　以上、長い時間おつきあいいただきまして、ありがと

うございました。

【追記】

　なお、本講義後の 2011 年２月 25 日、岡崎市図書館

交流プラザ（Libra）の支援を行う市民によって構成

されているりぶらサポータークラブの仲介によって、

「“Librahack”共同声明」が発表された。この声明の中で、

Librahack さん、こと中川さんの行為は、「技術的に十分

な配慮の施された良識的なもので、その意図も図書館シ

ステムの利便性を補おうとする、健全なものであった」

という岡崎市立中央図書館長と中川さん連名による見解

が示されました。この声明をもって、問題の一応の決着

を迎えたと評価する声もあります。ただし、この声明の

中で、岡崎市は依然として被害届の取り下げをしないこ

とを明言しており、私自身は非常に中途半端な声明とい

う印象を受けています。仲介にあたった方々のご苦労に

は頭が下がりますが、やはり中川さんの真の名誉回復が

達成されるには至っていません。
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　本稿は、2010 年 12 月 20 日に、追手門学院大学「社会教育
概論 2」公開授業でご講演いただいた折のテープ起こし原稿を、
岡本真氏に校正いただいたものである。　　　　　　（瀧端記）
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いま、社会教育施設に求められる
ウェブ活用

－Librahack事件、Code4Lib JAPAN、
Gov 2.0の3事例から

6
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 目的：
 Librahack事件と呼ばれる岡崎市立中央図書館で発

生した事件を題材に、社会教育施設にも止まられる
ウェブ活用を考える。

 構成：
1. ［講義］Librahack事件（30分）
2. ［講義］ Code4Lib JAPAN（15分）
3. ［講義］ Gov 2.0（15分）
4. ［討論］Librahack事件の再発を防ぐには

－社会教育施設としての岡崎市立中央図書館
（30分）

7

本日の目的と構成
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Librahack事件

8
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http://librahack.jp/

Librahack事件の経緯と概要#1

9
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 2010年3月13日
 librahack氏、自分用にマッシュアップ用プログラム（新着図書の予約やAmazonでの購入を

行うもの）の一部としてクローラーを作成し、試験運用を開始

 2010年3月15日：
 岡崎市立中央図書館に、利用者からウェブサイトの閲覧ができないことがあるとの指摘

 2010年3月19日：
 三菱電機インフォメーションシステムズ、クローリングによる障害 （高負荷）と認識し、岡崎市

立中央図書館に報告書を提出

 2010年3月21日：
 岡崎市立中央図書館、愛知県警岡崎署に相談

 2010年5月25日：
 愛知県警岡崎署、librahack氏の自宅を訪問し、家宅捜索・任意事情聴取を実施
 調書にサイン（調書の文面中の表現：「結果的にDoS攻撃になってしまいました」「業務を妨害

しました」「迷惑をかけた責任は償いたいと思います」）、その後、逮捕

 2010年5月27日：
 新聞各社による実名報道（朝日新聞、中日新聞、読売新聞、日経新聞、毎日新聞）

 2010年6月14日
 起訴猶予処分として釈放 http://librahack.jp/okazaki-library-case-season2/librahack-memo.html

http://www26.atwiki.jp/librahack/pages/16.html
に基づいて作成

Librahack事件の経緯と概要#2

10
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 2010年6月19日
 Librahack氏、一連の過程を記したウェブサイトを公開、これを受けTwitterでハッシュタグ

「#librahack」をつけた議論盛んに
 2010年8月21日

 朝日新聞が「岡崎・HP障害 サイバー攻撃のはずが 原因、実は図書館」と報道
 岡崎市立中央図書館、報道への対応に際して、図書館長が「 「図書館ソフトに不具合はなく、

図書館側に責任はない。 図書館に了解を求めることなく、自作プログラムで繰り返しアクセス
した 男性に問題がある。 男性からきちんと連絡してもらえれば、図書館として対処できた」、
「 違法性が無い事は知っていた が、図書館に了解なく繰り返しアクセスしたことが問題」と回
答

 2010年9月1日
 岡崎市立中央図書館、公式見解をウェブサイトに掲載

 2010年9月3日
 三菱電機インフォメーションシステムズ、公式見解をウェブサイトに掲載

 2010年9月28日
 岡崎市立中央図書館、利用者の個人情報漏洩が発ししていたことを記者会見で公表

 2010年12月9日
 岡崎市立図書館、9月1日付の公式見解をウェブサイトから削除

Librahack事件が示す課題

11
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 Librahack氏の救済
 図書館協議会という手段

 Librahak氏：名誉挽回（名誉回復）
 岡崎市立中央図書館：汚名返上

 図書館（行政）の向上
 最低限のデジタル能力

 一体的なサービス観（来館＋遠隔＝サービス）の欠如
 Code4Lib JAPANの取り組み（後述）

 制度的な補強
 誤謬の許容と、適切な事後処理の要求

 行政の役割見直し
 Gov 2.0という潮流（後述）

Code4Lib JAPAN

12
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http://www.code4lib.jp/

Code4Lib JAPANの結成

13

Copyright アカデミック・リソース・ガイド株式会社 All Rights Reserved. arg.ne.jp

 2010-02
 Code4Lib Conferenceに高久雅生（物質・材料研究機構）、江草由佳

（国立教育政策研究所）が参加

 2010-03
 上記両名と阪口哲男（筑波大学）、林賢紀（農林水産研究情報総合セン

ター）によるCode4Lib 2010報告会、開催（岡本は滞米中につき遠隔
参加）

 2010-04
 上記メンバーを中心に有志で意見交換の上、Code4Lib JAPAN準備会

を結成

 2010-05
 準備会名義で図書館振興財団の助成金に申請（翌月、850万円の助成

を獲得）

 2010-08
 Code4Lib JAPAN、発足

14

Code4Lib JAPANの事業
 ミッション
 「日本の図書館をヤバくする」

 5事業
1. 運営 – サポーター、スポンサーの募集
2. 研修 – ワークショップの開催
3. 選定 – グッドプラクティスの認定
4. 派遣 – アメリカでのConferenceへの派遣
5. 提言 – 仕様の共通化

 メンバー
 11名
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Code4Lib JAPANの実績

15
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 第1回ワークショップ（山中湖）
 「図書館からはじめるデジタルアーカイブ」
 2010-09-24~2010-09-25
 3名参加

 第2回ワークショップ（筑波）
 「Webのログファイルを読む・解析する」
 2010-10-24
 18名参加

 第3回ワークショップ（芦原温泉）
 「APIは怖くない！－RSSからAPIまで便利な仕組みを使い倒そ

う」
 2010-11-12~2010-11-13
 26名参加

Gov 2.0

16
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http://www.gov2summit.com/

17

Gov 2.0の骨子

1. 透明性（Transparency）

2. 参加（Participation）

3. 協同（Collaboration）
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18

Gov 2.0の事例－世界レベル

 グローバル

 The Commons
 46の図書館、博物館、美術館、文書館×Flickr

 米国議会図書館の発表（2010-01）
 過去2年間：約2300万回以上閲覧
 約28000人のFlickr利用者からコンタクト

 スミソニアン協会の発表

 約半年：約63万回の閲覧と3000以上のコンタクト
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Gov 2.0の事例－国家レベル
 アメリカ

 Open Government Initiative 
 Data.gov

 イギリス
 Power of Information Task Force 
 data.gov.uk
 Show Us a Better Way

 日本（経済産業省）
 アイデアボックス（2009-10~）
 オープンガバメントラボ（2010-07~）
 データボックス（2010-09~2010-10）
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Gov 2.0の事例－都市レベル

 都市
 Open311のウェブ化

 Open311とは？
 緊急性の低い身の回りの問題の連絡・相談を受け付ける
行政サービス窓口。従来は電話で運用。

1. 仕様の協同策定
2. データの公開（API経由）
3. 公共セクター外からの成果の歓迎
 地域：

 ニューヨーク、ワシントン、ピッツバーグ、ボストン、サンフ
ランシスコ、バンクーバー、トロント
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＜質疑・討論＞
どのようにすれば、Librahack
事件の再発を防げるのか

特に岡崎市立中央図書館は、

社会教育施設としてどう振る舞うことが

望ましいと考えますか

21
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ご清聴に感謝
続きは質疑で

22

岡本真

アカデミック・リソース・ガイド株式会社
代表取締役／プロデューサー
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